
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

アルパカ賞 

 

びばからす賞 

『ねぐせのしくみ』 
ヨシタケシンスケ（作） 

㈱ブロンズ新社 

『パンどろぼう』 
柴田ケイコ（作） 

㈱KADOKAWA 

『私の名前は宗谷本線』 
荒尾美知子（文）/堀川真（絵） 

あすなろ書房 

『悲しみのゴリラ』 
ジャッキー・アズーア・クレイマー（文） 

シンディ・ダービー（絵） 

落合恵子（訳） 

大 賞 

びばからす賞 



  

有田奈央「ゾッとする怪談絵本」原画展 

「おっぱいちゃん」で第 24回けんぶち絵本の里大賞アルパカ賞を受賞
した剣淵町にゆかりのある絵本作家有田奈央さんが文を手がけた、
怖―い 4 作品の原画展です。※期間中に作品の入替を行います。 

協力 ㈱新日本出版社 

『おいで』(軽部武宏・絵)  『帰り道』(羽尻利門・絵) 

 

『空き家』(森洋子・絵)  『エレベーター』(大野隆介・絵) 

 

10 月 9 日（土）～12 月 12 日（日） 

有田奈央さんおはなし会 
10 月 9 日（土）10:30～ 定員 20 名（先着順） 

有田奈央さんが絵本の館にやってくる！ 

絵本作家の有田奈央さん本人のおはなし会を実施します。 

原画展も併せて開催中ですので、予約をしてからご参加ください。 

予約の際は、絵本の館 0165-34-2624 までご連絡ください。 

また、密回避のため定員を 20 名とさせていただきますことご了承ください。 

当日の様子を「えほんのさとけんぶち ch」にて動画をアップする予定です。 



 

  

『ねぐせきょうだい』出版記念イベント 

11 月 13 日（土）14:30~ 展示ホール A 

ねぐせきょうだい作者にインタビューQ＆A 

トーク・ステージパフォーマンス、ワークショップ 

～プロフィール～ 
加賀城匡貴（かがじょう・まさき） 
アーティスト・絵本作家。1975 年、北海道生まれ。英ボーンマス芸術大学中退。99 年に「笑

い」をテーマにしたステージパフォーマンス「スケルツォ」をスタート。公演/展覧会やワーク

ショップなど、独自の活動を続けている。企画・草案を手掛けた NHK E テレ『ミ・タ・テ』で、札

幌 ADC 準グランプリ、東京 TDC 賞ノミネート。著書に学校図書『脳トレ！パッとブック』（教育

画劇）、絵本『ねぐせきょうだい』（中西出版） 

１．絵本作家になろうと思ったきっかけは？ 
👉スケルツォです。ネタの延長線上という感じで、あまり 

絵本作家という意識はないかも・・・ 

２．どんな思いで「ねぐせきょうだい」を作りましたか？ 
👉毎朝が楽しい！ 

３．絵本を通じて伝えたいことは？ 
👉「どうしてそうなるの？」「それは〇〇だから」という Q＆A ではなく、読んだ人が想像する

余地を大切にしたかった。そのゆるさと多様さを味わってもらえたらうれしいです。 
４．「ねぐせきょうだい」を製作していく上での制作秘話や 

思い出を教えてください。 
👉キャラクターの顔は、母の日や父の日にスーパーなどで飾られている子供たちの絵からヒ

ントを得ました。かつてバックパックを背負って旅した経験をもとに描いた場面もあります。 

５．趣味はなんですか？ 
👉バードウォッチング・・・といっても鳴き声が聞こえたら見るくらいで、鳥の名前はわかりません。

植物も好きですけど、木の名前とかぜんぜんわかりません。 

６．いまはどのような活動をされていますか？ 
👉スケルツォのツアー準備中です。初の剣淵での開催を予定してます。11 月にみなさんとお

会いできればうれしいです。 

古本まつり 

10 月 17 日（日）雑誌・寄贈本等 
町民は 10:00 から 町外の方は 12:00 から 

10 月 23 日（土）絵本の館除籍本等 
町民は 10:00 から 町外の方は 12:00 から 



 

 

 


